
高齢者の安全運転支援について  

市町村における技術職員不足への 
対応について  





１．背景、課題 

 小規模市町村を中心に、交通インフラの維持補修等、専門的な知
識が必要な分野において、技術職員が不足。 

 

 市町村の組織規模などから、技術職員の採用、その後の人材育成、
人事管理などの困難性があることも起因。 

 

 市町村における技術職員不足に対応するためには、県による市町
村事業の受託や県からの職員派遣による支援が有効。 

（市町村における技術職員の不足） 

市町村における技術職員不足への対応  



 県の技術職員を上乗せして採用・育成し、事業受託や職員派遣な
ど、市町村の希望に応じた支援を行う仕組みを構築。 

 県における採用の状況を踏まえ、市町村の要望に沿いながら、令
和２年度から段階的に実施。 

【対象職種】 土木職、農業土木職などを想定  

２．支援スキーム 

※今後、市町村の意向や国における財政措置の状況を踏まえながら、詳細を検討。 
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〔土木職による支援イメージ〕 



高齢者の安全運転支援 

ペダル踏み間違い防止装置の    
設置を支援 

高齢者の安全運転対策が急務 

アクセルとブレーキの踏み間違い 
による深刻な事故が全国で発生 



対 象：県内在住の高齢運転者（70歳以上） 
 
内 容：ペダル踏み間違い防止装置の購入・    
    設置費用の一部を支援（最大3万円）             
 
開始時期：令和２年１月予定 
 
               
              財源はくまモンの 
              ナンバープレートの 
              寄付金を活用予定 
 

高齢者の安全運転支援 


